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新
架
蔵
『
能
間
』
に
つ
い
て

関　

屋　

俊　

彦

は
じ
め
に

　

ま
ず
、
入
手
の
い
き
さ
つ
を
述
べ
る
。
古
書
目
録
通
巻
第
十
九
号
『
書

肆
つ
づ
ら
や
新
収
書
目
』（
平
成
二
十
八
年
二
月
）
に
「
和
泉
流
「
能
間
」　

七
冊
」
と
あ
る
の
を
見
付
け
て
小
躍
り
し
た
。
解
題
に
は
次
の
よ
う
に
か

な
り
学
識
の
あ
る
方
の
考
察
が
あ
っ
た
。

　
﹇
大
正
初
年
頃
に
和
泉
流
狂
言
師
が
間
狂
言
本
全
十
巻
（
推
定
約
三
百

番
収
録
）
の
本
文
と
書
入
れ
を
書
写
し
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
自
ら
も
朱

筆
を
入
れ
る
な
ど
し
継
続
的
に
増
補
し
た
書
入
れ
本
の
う
ち
泣
別
三
冊
を

除
く
巻
二
・
三
・
四
・
五
・
八
・
九
・
十
の
七
冊
。
計
二
百
十
五
番
を
曲

名
の
い
ろ
は
順
に
収
載
し
て
い
る
。
朽
葉
色
表
紙
の
中
央
題
簽
に
外
題
「
能

間
」
と
い
ろ
は
別
収
録
部
を
墨
書
、
半
紙
本
二
三
五
×
一
六
〇
㎜
、
片
面

一
〇
行
書
、
計
五
六
八
丁
墨
付
。
本
文
で
は
時
に
曲
の
冒
頭
で
出
立
を
、

謡
い
所
や
舞
い
所
で
は
付
を
、
末
に
は
他
役
と
の
関
係
や
口
伝
な
ど
添
え

記
す
こ
と
も
あ
る
。
朱
筆
で
は
ま
ず
ワ
キ
な
ど
他
役
の
セ
リ
フ
を
書
き
添

え
、
演
出
上
の
留
意
点
や
他
役
の
流
儀
に
応
じ
た
相
違
点
、
替
や
口
伝
、

セ
リ
フ
細
部
の
変
更
、「
先
生
」
か
ら
の
聞
書
き
等
々
記
録
分
量
が
多
く
、

中
に
は
東
京
華
族
会
館
天
覧
御
能
の
装
束
付
を
は
じ
め
当
時
の
上
演
記
事

も
見
ら
れ
る
。
口
伝
に
関
し
て
「
朝
長
懺
法
ノ
習
の
事
」
や
石
橋
の
替
間

（
大
正
五
年
付
け
の
書
写
識
語
が
あ
る
綴
込
み
一
葉
と
、
挟
み
込
み
一
葉
の

二
種
）
な
ど
い
く
つ
か
ま
と
ま
っ
た
記
事
が
あ
る
が
、
分
量
的
に
み
て
最

も
目
を
引
く
の
は
道
成
寺
の
鐘
釣
作
法
で
、
こ
れ
を
含
む
本
文
全
体
は
12

丁
に
わ
た
り
、
末
に
親
本
に
あ
っ
た
「
此
筆
ハ
金
春
太
夫
勤
し
時
相
手
し

た
る
も
の
也
」
の
一
文
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
道
成
寺
本
文
に
も
朱
筆
が
入

り
、
そ
の
末
に
は
「
小
鼓
披
キ
候
節
観
世
元
滋
の
道
成
寺
の
時　

間
つ
と

む　

野
村
家
書
物
照
り
合
せ
朱
書
を
加
ふ
」
と
あ
る
。
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一
、
書
誌

　

古
書
目
録
に
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
が
ら
改
め
て
書
誌
事
項
を
記
す
。

○
数
字
は
仮
の
も
の
で
あ
る
。

袋
綴
。
楮
紙
七
冊
（
全
十
冊
）。
茶
表
紙
二
三
五
×
一
五
九
㎜
。
上
部

貼
題
簽
八
一
×
一
〇
四
㎜
。

朱
入
。
節
記
号
詳
細
。

小
口
書
き
：「
二　

と
ち
り
ぬ
」
等

丁
数
：
①
「
と
ち
り
ぬ
」
の
部　
　

  
：
墨
付
八
十
三
丁
・
遊
紙
一
丁
。

　
　
　

②
「
を
わ
か
」
の
部 　
　
　

 

：
墨
付
九
十
一
丁
・
遊
紙
一
丁
。

　
　
　

③
「
よ
た
」
の
部　

 　
　
　

 

：
墨
付
九
十
一
丁
・
遊
紙
一
丁
。

　
　
　

④
「
そ
つ
ね
な
ら
む
う
」
の
部
：
墨
付
八
十
七
丁
・
遊
紙
一
丁
。

　
　
　

⑤
「
あ
さ
き
ゆ
」
の
部　
　
　
：
墨
付
九
十
四
丁
・
遊
紙
一
丁
。

　
　
　

⑥
「
ゆ
め
し
」
の
部　
　
　
　
：
墨
付
五
十
六
丁
・
遊
紙
一
丁
。

　
　
　

⑦
「
ひ
も
せ
す
」
の
部　
　
　
：
墨
付
六
十
五
丁
・
遊
紙
一
丁
。

二
、
解
題

　

次
に
各
冊
の
簡
略
な
解
題
を
記
し
、
本
書
の
性
格
が
明
確
に
現
さ
れ
る

箇
所
を
特
記
抜
書
き
し
、
関
連
す
る
資
料
を
＊
で
も
っ
て
記
し
た
。
頁
番

号
は
各
頁
と
各
目
録
に
朱
書
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

【
凡
例
】

一
、
新
字
体
を
使
用
し
た
が
一
部
旧
新
字
体
の
ま
ま
と
し
た
。
異
体
字
は

通
行
の
字
体
に
直
し
た
。

一
、
朱
・
青
ペ
ン
・
鉛
筆
書
の
箇
所
も
あ
る
が
区
別
は
し
て
い
な
い
。

一
、
節
記
号
・
ミ
セ
ケ
チ
は
と
っ
て
い
な
い
。

一
、
読
点
に
統
一
し
任
意
に
う
っ
た
。

【
各
冊
解
題
】

①
「
能
間　

登
知　

利
ぬ　

之
部
」

目
録

東
方
朔　
　
　

一　
　
　

道
明
寺　
　
　
　

五　
　

朝
長　
　
　
　

九

巴　
　
　
　
　

一
三　
　

知
章　
　
　
　

一
九　
　

東
北　
　
　
　

二
四

木
賊　
　
　
　

二
八　
　

道
成
寺　
　
　

二
九　
　

藤
永　
　
　
　

四
一

唐
船　
　
　
　

四
四　
　

東
岸
居
士　
　

四
六　
　

融　
　
　
　
　

四
七

當
願
暮
頭　
　

五
一　
　

虎
送　
　
　
　

五
二　
　

鳥
追
船　
　
　

五
三

竹
生
嶋　
　
　

五
四　
　

張
良　
　
　
　

五
六　
　

調
伏
曽
我　
　

六
一

千
引　
　
　
　

六
四　
　

輪
蔵　
　
　
　

六
六　
　

龍
頭
太
夫　
　

六
九

龍
虎　
　
　
　

七
二　
　

呂
后　
　
　
　

七
四　
　

鵺　
　
　
　
　

七
六

濡
衣　
　
　
　

八
一
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﹇
特
記
﹈

〈
朝
長
〉

「
朝
長
懺
法
ノ
習
の
事　

懺
法
と
な
り
候
得
ば
、
第
一
太
鼓
の
大
習
ニ

て
、
尤
、
一
子
相
伝
な
り
、
段
々
大
小
笛
残
ら
す
秘
事
あ
る
事
と
知
べ

し
、
大
正
七
年
十
一
月
廿
四
日
、
故
鬼
頭
八
郎
翁
追
善
ノ
時
、
鬼
頭
為

太
郎
氏
へ
特
別
ニ
太
鼓
済
シ
候
故
、
シ
テ
ハ
観
世
元
義
氏
ニ
テ
、
脇
ハ

大
阪
の
中
村
弥
三
郎
氏
ニ
て
、
間
ハ
鍵
三
郎
相
勤
む
、
左
ニ
師
匠
家
よ

り
相
伝
の
ケ
所
を
記
し
置
（
最
初
、
脇
所
の
前
を
よ
ひ
出
事
、
常
の
通

り
、
鍵
三
郎
曰
、
せ
ん
法
の
聞
書
ハ
別
々
と
し
込
、
六
義
の
中
々
有
る

故
ニ
見
合
わ
セ
、
よ
く
研
究
し
て
努
む
べ
し
、
尤
、
師
家
よ
り
皆
伝
の

者
な
ら
で
ハ
務
む
べ
か
ら
ず
、」

「
鍵
三
郎
曰
、
脇
ニ
語
り
な
き
故
、
長
く
語
れ
と
の
あ
い
さ
つ
あ
れ
バ
長

く
語
る
考
な
り
し
も
、
別
ニ
沙
汰
な
き
故
ニ
狂
言
ハ
短
く
語
る
が
習
故

ニ
短
く
語
り
た
る
也
、」

「
中
村
弥
三
郎
ハ
番
組
ニ
大
悟
の
小
書
無
き
故
ニ
語
ら
ぬ
と
云
○
元
義
ハ

せ
ん
法
と
小
書
あ
れ
ハ
脇
の
語
ハ
無
論
有
も
の
故
、
語
れ
と
云
」

＊
倉
田
義
弘
編
『
大
正
の
能
楽
』（
平
成
十
年
・
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
）

に
よ
れ
ば
「
新
愛
知
新
聞
」
十
一
月
九
日
の
記
事
に
「
追
善
能
楽
会　

故

鬼
頭
八
郎
翁
追
福
の
為
め
、
観
世
宗
家
一
行
並
に
太
鼓
家
元
観
世
元
規

翁
父
子
を
聘
し
、
本
月
二
十
四
日
午
前
九
時
か
ら
東
区
呉
服
町
能
楽
堂

に
於
て
追
善
能
楽
会
を
催
す
。」
と
あ
る
の
に
合
致
し
、
能
組
は
「
名
古

屋
新
聞
」
か
ら
だ
が
、
観
世
元
滋
の
〈
翁
〉
付
五
番
立
で
〈
朝
長
〉
懺

法
は
シ
テ
観
世
元
義
・
ワ
キ
中
村
弥
三
郎
・
大
鼓
谷
口
喜
三
郎
・
小
鼓

田
鍋
惣
太
郎
・
太
鼓
鬼
頭
為
太
郎
・
笛
藤
田
栄
三
郎
で
あ
る
。

「
鍵
三
郎
」
と
明
記
し
て
あ
る
の
が
こ
の
間
狂
言
本
の
筆
者
の
よ
う
で
、

和
泉
流
狂
言
方
河
村
鍵
三
郎
の
こ
と
で
、
名
古
屋
の
狂
言
共
同
社
の
一

員
で
あ
る
。『
現
代
音
楽
大
観
』（
昭
和
二
年
・
日
本
名
鑑
協
会
）
に
顔

写
真
入
り
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
現
代
音
楽
大
観
』

は
筆
者
が
国
内
研
修
の
折
、
神
田
の
古
書
市
で
見
付
け
、
し
ば
ら
く
法

政
大
学
能
楽
研
究
所
の
棚
に
置
い
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
大
事
な
資
料

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
で
は
複
製
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

〈
道
成
寺
〉
Ａ

「
此
次
第
書
ハ
脇
春
藤
流
、
宮
城
甚
兵
衛
勤
シ
ト
キ
也
、
シ
テ
ハ
宝
生
流

乎
、」

「
一
、
此
書
ハ
金
春
太
夫
勤
し
時
、
相
手
し
た
る
も
の
也
、

〈
道
成
寺
〉
Ｂ

「
一
、
此
書
ハ
金
春
太
夫
勤
し
時
、
相
手
し
た
る
も
の
也
、（
以
下
、
朱

書
）
鍵
三
郎
曰
、
朱
書
を
か
へ
た
る
ハ
大
正
四
年
五
月
三
十
日
、
小
鼓

開
キ
催
、
田
鍋
宗
太
郎
催
の
節
、
観
世
宗
家
観
世
元
滋
氏
の
道
成
寺
の

時
、
間
河
村
鍵
三
郎
、
河
村
保
之
助
つ
と
む
、
野
村
家
書
物
と
照
り
合
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せ
朱
書
を
加
ふ
、
昭
和
六
年
十
一
月
十
五
日
、
田
鍋
惣
一
郎
、
小
鼓
披

シ
ヲ
、
金
剛
巌
、
間
丘
造
、
壮
次
、
勤
ム
、
金
剛
流
ハ
金
春
ト
同
様
、

シ
テ
案
内
ヲ
乞
、
烏
帽
子
モ
渡
ス
、」

＊
古
書
目
録
解
題
に
あ
る
よ
う
に
長
大
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
Ａ
Ｂ
二

か
所
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
Ｂ
の
本
文
に
あ
る
よ
う
に
シ
テ

が
金
春
流
の
場
合
で
あ
る
。

　

Ａ
の
宮
城
甚
兵
衛
は
『
名
古
屋
市
史
』
に
よ
れ
ば
「
金
春
流
脇
師
春
藤

六
右
衛
門
の
門
人
に
し
て
、
藤
堂
家
に
仕
ふ
。」
と
あ
り
、
特
に
三
世
甚
兵

衛
は
宝
暦
三
年
の
藩
祖
宗
睦
長
子
治
林
の
誕
生
祝
い
や
、
同
十
三
年
宗
睦

家
督
祝
い
に
〈
道
成
寺
〉
を
勤
め
て
い
る
と
の
特
記
が
あ
る
。

　

Ｂ
の
大
正
四
年
五
月
三
十
日
の
能
組
は
倉
田
義
弘
編
『
大
正
の
能
楽
』

五
月
二
日
に
あ
る
「
名
古
屋
新
聞
」
の
記
事
「
大
能
楽
会　

当
地
小
鼓
の

名
手
た
る
田
鍋
惣
太
郎
氏
は
今
回
道
成
寺
（
乱
拍
子
）
ひ
ら
き
を
期
と
し
、

来
る
二
十
九
、
三
十
の
両
日
、
呉
服
町
能
楽
倶
楽
部
に
於
て
大
能
楽
を
催

す
よ
し
」
に
合
致
し
、
二
日
目
の
〈
道
成
寺
〉
は
観
世
元
滋
の
翁
・
ワ
キ

宝
生
新
で
間
と
し
て
河
村
鍵
三
郎
と
河
村
保
之
助
両
名
の
名
が
挙
が
る
。

こ
れ
は
筧
鉱
一
・
飯
塚
恵
理
人
編
『
近
代
名
古
屋
の
能
楽
を
支
え
た
人
々

（
一
）』（
平
成
十
三
年
・
東
海
能
楽
研
究
会
）
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

〈
藤
永
〉

「
大
正
四
年
六
月
十
三
日
、
名
古
屋
能
楽
会
、
第
七
期
、
第
三
回
目
ノ

時
、
寺
田
左
門
治
先
生
、
藤
永
を
つ
と
め
る
、
鍵
三
郎
、
能
力
を
付
申

合
セ
、
左
ニ
」

②
「
能
間　

を　

わ　

か
」

目
録

老
松　
　
　
　
　

一　
　

大
社　

二
様
有
り　

神
子
神
主
ト
モ

　
　
　
　
　
　
　

四　
　

伯
母
捨　
　
　
　

九

小
塩　
　
　
　

一
〇　
　

大
原
御
幸　
　

一
六　
　

女
郎
花　
　
　

一
七

大
江
山　
　
　

二
一　
　

大
蛇　
　
　
　

二
五　
　

音
城
寺　
　
　

二
七

隠
岐
物
狂　
　

二
九　
　

落
葉　
　
　
　

三
〇　
　

苧
玉
巻　
　
　

三
一

大
木　
　
　
　

三
弐　
　

和
田
酒
盛　
　

三
三　
　

合
甫　
　
　
　

三
七

邯
鄲　
　
　
　

三
九　
　

加
茂　
　
　
　

四
一　
　

春
日
龍
神　
　

四
五

感
陽
宮　
　
　

五
一　
　

兼
平　
　
　
　

五
七　
　

葛
城　
　
　
　

五
七

鉄
輪　
　
　
　

六
二　
　

葛
城
天
狗　
　

六
三　
　

鏡
御
裳
濯　
　

六
六

巌
洞　
　
　
　

六
八　
　

兼
元　
　
　
　

六
九　
　

加
茂
物
狂　
　

七
一

高
野
物
狂　
　

七
二　
　

高
野
敦
盛　
　

七
三　
　

河
原
太
郎　
　

七
四

刈
萱　
　
　
　

七
六　
　

河
水　
　
　
　

七
九　
　

葛
城
加
茂　
　

八
二

笠
卒
都
婆　
　

八
四　
　

刀　
　
　
　
　

八
七　
　

花
月　
　
　
　

八
九

＊
別
紙
印
刷
「
三
段
の
舞　

型
付
」
二
枚
あ
り
。

③
「
能
間　

與
多
之
部
」
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目
録

養
老　
　
　
　
　
　

一　
　

頼
政　
　
　
　
　

四　
　

吉
野
天
人　
　

九

楊
貴
妃　
　
　
　

一
一　
　

吉
野
静　
　
　

一
二　
　

弱
法
師　
　

一
四

芳
野　
　
　
　
　

一
五　
　

吉
水　
　
　
　

一
八　
　

横
山　
　
　

一
九

夜
討
曽
我　
　
　

二
〇　
　

高
砂　
　
　
　

二
三　
　

玉
の
井　
　

二
六

田
村　
　
　
　
　

三
〇　
　

忠
度　
　
　
　

三
四　
　

龍
田　
　
　

三
九

玉
葛　
　
　
　
　

四
三　
　

壇
風　
　
　
　

四
七　
　

大
仏
供
養　

五
一

竹
の
雪　
　
　
　

五
二　
　

當
麻　
　
　
　

五
六　
　

大
會　
　
　

六
一

泰
山
府
君　
　
　

六
八　
　

丹
後
物
狂　
　

七
一　
　

大
般
若　
　

七
一

建
尾　

菊
池
共　

七
五　
　

太
刀
堀　
　
　

七
七　
　

高
安　
　
　

七
八

陀
羅
尼
落
葉　
　

八
〇　
　

七
夕　
　
　
　

八
二　
　

武
文　
　
　

八
三

湛
海　
　
　
　
　

八
八　
　

第
六
天　
　
　

九
〇

④
「
能
間　

そ
つ
ね
な
ら
む
う
の
部
」

目
録

双
紙
洗　
　
　
　
　

一　
　

空
腹　
　
　
　
　

弐　
　

靏
亀　
　
　
　

三

土
車　
　
　
　
　
　

四　
　

土
蜘　
　
　
　
　

五　
　

靏
若　
　
　

一
一

鼓
瀧　
　
　
　
　

一
二　
　

寝
覚　
　
　
　

一
四　
　

難
波　
　
　

一
六

啼
不
動　
　
　
　

二
〇　
　

羅
生
門　
　
　

二
三　
　

雷
電　
　
　

二
六

六
浦　
　
　
　
　

三
〇　
　

梅
枝　
　
　
　

三
四　
　

室
君　
　
　

三
七

村
山　
　
　
　
　

三
八　
　

右
近　
　
　
　

三
九　
　

浮
舟　
　
　

四
四

采
女　
　
　
　
　

四
七　
　

雲
林
院　
　
　

五
一　
　

雨
月　
　
　

五
六

烏
頭　
　
　
　
　

五
九　
　

鵜
飼　
　
　
　

六
〇　
　

鵜
祭　
　
　

六
五

鵜
羽　
　
　
　
　

六
七　
　

空
蝉　
　
　
　

七
一　
　

植
田　
　
　

七
三

浦
嶋　
　
　
　
　

七
四　
　

野
宮　
　
　
　

七
三　
　

野
守　
　
　

八
〇

野
口　
　
　
　
　

八
四

〈
土
車
〉

「
此
応
答
習
ト
ス
」

〈
雷
電
〉

「
大
正
四
年
二
月
廿
一
日
能
楽
会
ノ
時
、
喜
多
六
平
太
ノ
息
実
氏
勤
め
ら

れ
し
時
ハ
、
前
シ
テ
走
込
ニ
テ
間
語
ハ
無
シ
、」

＊
倉
田
義
弘
編
『
大
正
の
能
楽
』「
名
古
屋
新
聞
」
二
月
五
日
の
記
事
に

「
能
楽
会　

名
古
屋
能
楽
会
に
て
は
来
二
十
一
日
午
前
九
時
よ
り
、
市
内

東
区
呉
服
町
能
楽
倶
楽
部
に
於
て
開
催
」
と
あ
り
「
雷
電
（
喜
多
実
、

西
村
瀧
六
）」
と
記
す
。

〈
右
近
〉

「
宝
生
流
、
乱
序
ニ
て
出
る
、
他
流
ハ
不
用
、」

「
高
安
流
、
申
合
セ
ニ
日
お
り
の
日
の
事
な
し
ニ
語
る
、」

⑤
「
能
間　

あ
さ　

き
ゆ
」

目
録

嵐
山　
　
　
　

一　
　

淡
路　
　
　
　
　

四　
　

敦
盛　
　
　
　
　

八



224

綾
鼓　
　
　

一
三　
　

芦
刈　
　
　
　

一
五　
　

葵
の
上　
　
　

二
五

阿
漕　
　
　

一
九　
　

愛
染
川　
　
　

二
三　
　

海
人　
　
　
　

二
五

熱
田　
　
　

三
〇　
　

朝
顔　
　
　
　

三
二　
　

愛
寿　
　
　
　

三
四

悪
源
太　
　

三
六　
　

赤
沢
曽
我　
　

三
九　
　

愛
宕
空
也　
　

四
一

安
宅　
　
　

四
三　
　

佐
保
山　
　
　

四
六　
　

鷺　
　
　
　
　

五
〇

実
盛　
　
　

五
一　
　

西
行
桜　
　
　

五
五　
　

三
笑　
　
　
　

五
八

犀　
　
　
　

五
九　
　

佐
々
木　
　
　

六
二　
　

在
世
太
子　
　

六
五

貞
任　
　
　

六
八　
　

斉
藤
五　
　
　

七
一　
　

逆
鉾　
　
　
　

七
三

金
札　
　
　

七
四　
　

切
兼
曽
我　
　

七
七　
　

木
曽
願
書　
　

七
八

清
重　
　
　

七
九　
　

北
野
物
狂　
　

八
〇　
　

貴
船　
　
　
　

八
一

弓
八
幡　
　

八
二　
　

夕
顔　
　
　
　

八
六　
　

遊
行
柳　
　
　

八
八

行
家　
　
　

九
三

き
ぬ
た
（
別
ニ
と
じ
込
の
内
ニ
あ
り
、
委
細
は
別
と
じ
ニ
あ
り
、
砧　

最

後
に
別
と
じ
よ
り
写
し
て
書
込
あ
り
、）

〈
海
人
〉

＊
別
記
一
枚
あ
り
。

〈
三
笑
〉

「
宝
生
流
ニ
テ
ハ
口
明
有
之
内
。
外
ノ
流
義
ニ
ハ
口
明
ナ
シ
ニ
仕
来
候

処
。
金
三
郎
を
頼
、
口
明
書
写
勤
ル
、」

〈
佐
々
木
〉

「
金
春
流
」

〈
在
世
太
子
〉

「
後
ノ
官
人
別
ノ
者
也
、
宝
生
ハ
乱
序
ナ
シ
、
金
春
ニ
ハ
乱
序
有
也
、」

⑥
「
能
間　

め
み
し
」

目
録

和
布
刈　
　
　
　

壱　
　

三
輪　
　
　
　

四　
　

通
盛　
　
　
　
　

七

三
井
寺　
　
　

一
弐　
　

三
山　
　
　

十
四　
　

御
裳
裾　
　
　

一
八

身
売　
　
　
　

二
二　
　

水
無
瀬　
　

二
三　
　

水
無
月
祓　
　

二
四

志
賀　
　
　
　

二
五　
　

白
鬚　
　
　

二
八　
　

自
然
居
士　
　

三
〇

俊
成
忠
則　
　

三
一　
　

春
栄　
　
　

三
弐　
　

俊
寛　
　
　
　

三
四

照
君　
　
　
　

三
五　
　

正
尊　
　
　

三
八　
　

石
橋　
　
　
　

三
九

舎
利　
　
　
　

四
一　
　

鐘
馗　
　
　

四
五　
　

樒
塚　
　
　
　

四
八

信
夫　
　
　
　

四
九　
　

書
写　
　
　

五
一　
　

志
賀
忠
度　
　

五
三

獅
子　
　
　
　

五
六

〈
三
井
寺
〉

「
三
井
寺
へ
御
参
詣
有
ふ
す
る
ニ
て
候
、
観
世
流
ハ
是
迄
な
り
、
桶
取
り

持
チ
テ
入
、
ウ
シ
ロ
ニ
付
テ
回
り
、
太
鼓
座
よ
り
切
り
戸
ニ
入
、」

「
観
世
流
ハ
鐘
三
ツ
突
捨
て
常
座
ニ
付
、
此
時
ハ
籠
太
鼓
同
様
、
ホ
、
一

ツ
突
ス
グ
シ
タ
、
あ
す
の
た
し
に
致
さ
ふ
と
云
て
座
ニ
付
、」

「
宝
生
流
ハ
目
付
柱
の
角
ニ
図
の
如
く
鐘
あ
る
故
ニ
○
印
の
所
ニ
立
て
突
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く
べ
し
、（
図
略
）」

〈
俊
成
忠
度
〉

「
保
生
流
ニ
ハ
此
応
答
な
し
、」

〈
俊
寛
〉

「
脇
観
世
流
ニ
は
前
ニ
共
を
つ
れ
ず
、」

〈
照
君
〉

「
唐
人
出
立
、
金
春
ニ
ハ
乱
序
也
、
宝
生
ハ
乱
序
ナ
シ
、
太
コ
座
へ
出
て

居
テ
、
中
入
ニ
立
、」

〈
石
橋
〉

「
○
観
世
流
ハ
童
子
ナ
ル
故
、
山
ガ
ツ
ノ
ス
ガ
タ
ヲ
童
子
の
す
か
た
と
云

べ
し
、

観
世
流
二
人
間
、
観
世
流
ハ
乱
序
無
き
故
に
、
元
来
、
間
ハ
当
流
ニ
無

之
候
得
共
、
近
来
、
間
を
す
る
事
ニ
成
シ
故
ニ
、
一
声
ニ
テ
一
ノ
松
へ

出
、
別
紙
の
出
羽
謡
を
う
と
ふ
事
ニ
す
る
な
り
、
但
、
大
小
ア
イ
ラ
イ
、

謡
出
ス
ト
止
メ
、」

〈
石
橋
替
間
壱
人
〉「
中
井
製
」
便
箋
。
奥
書
「
大
正
五
年
四
月
末　

野
村

信
英
写
之
」。
ほ
か
に
別
紙
「
石
橋
替
間
」
一
枚
あ
り
。

＊
こ
の
部
分
だ
け
別
筆
の
綴
込
み
「
中
井
製
」
と
あ
る
青
原
稿
箋
で
野
村

信
英
の
自
筆
で
あ
る
。
信
英
と
は
野
村
又
三
郎
家
十
一
世
。
慶
応
元
年

〈
一
八
六
五
〉
〜
昭
和
二
十
年
〈
一
九
四
五
〉。
拙
著
『
狂
言
史
の
基
礎

的
研
究
』（
和
泉
書
院
）
等
参
照
。『
能
楽
大
事
典
』（
筑
摩
書
房
）
の

「
河
村
鍵
三
郎
」
の
項
目
に
「
野
村
又
三
郎
家
の
パ
ト
ロ
ン
的
存
在
で
、

一
一
世
又
三
郎
信
英
の
後
見
を
も
っ
て
任
じ
て
い
た
。」
の
記
述
と
も
合

致
す
る
。

⑦
「
能
間　

ひ
も　

せ
す
」

目
録

氷
室　
　
　
　
　

壱　
　

百
万　
　
　
　

六　
　

桧
垣　
　
　
　
　

八

雲
雀
山　
　
　

一
〇　
　

飛
雲　
　
　

一
三　
　

常
陸
帯　
　
　

一
六

比
良　
　
　
　

一
九　
　

廣
元　
　
　

二
壱　
　

羊　
　
　
　
　

二
二

七
騎
落　
　
　

二
三　
　

盛
久　
　
　

二
四　
　

求
塚　
　
　
　

二
七

望
月　
　
　
　

三
〇　
　

紅
葉
狩　
　

三
三　
　

守
屋　
　
　
　

三
七

文
学　
　
　
　

三
八　
　

西
王
母　
　

三
九　
　

是
界　
　
　
　

四
二

誓
願
寺　
　
　

四
五　
　

接
待　
　
　

五
〇　
　

蝉
丸　
　
　
　

五
二

禅
師
曽
我　
　

五
三　
　

殺
生
石　
　

五
四　
　

関
原
與
壱　
　

五
八

正
義
世
守　
　

五
九　
　

住
吉
詣　
　

六
〇　
　

須
磨
源
氏　
　

六
一

鈴
木

〈
氷
室
〉

「
委
敷
形
付
ハ
家
元
大
本
（
間
応
答
巻
ノ
一
）
ニ
ア
リ
、
此
本
ハ
角
淵
氏

預
リ
居
ル
故
ニ
取
リ
ヨ
セ
見
ル
ベ
シ
、」

＊
「
家
元
」
と
は
当
然
、
野
村
又
三
郎
家
で
あ
る
。「
角
淵
氏
」
と
は
『
能
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楽
大
事
典
』
に
「
角
淵
宣
」
と
立
項
す
る
。
弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉

〜
昭
和
十
四
年
〈
一
九
三
九
〉。
狂
言
共
同
社
同
人
。

〈
百
万
〉

「
○
観
世
ハ
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
ヲ
二
度
謡
、
釈
迦
〳
〵
ヲ
壱
度
云
テ
さ
は

み
さ
ニ
ナ
ル
、

○
宝
生
ハ
（
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
、
釈
迦
〳
〵
〳
〵
、）（
南
無
釈
迦
牟
尼

仏
、
釈
迦
〳
〵
〳
〵
、）
さ
は
み
さ
ト
ナ
ル
、

　

右
、
二
流
の
他
ハ
よ
く
〳
〵
問
合
、
勤
む
べ
し
、」

〈
雲
雀
山
〉

「
大
正
六
年
五
月
廿
二
日
、
東
京
華
族
会
館
ニ
於
テ
天
覧
御
能
の
時
、
左

ノ
如
キ
装
束
ニ
テ
、
小
早
川
、
野
村
等
ニ
て
相
勤
、
其
趣
、
野
村
先
生

よ
り
直
勤
ニ
よ
り
記
す
、（
型
付
略
）」

＊
こ
の
日
の
こ
と
に
つ
い
て
は
「
華
族
会
館
行
幸
啓
能
」
と
し
て
池
内
信

嘉
著
『
能
楽
盛
衰
記
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
、
復
刻
・
増
補
版
が
西
野
春

雄
氏
解
題
に
よ
っ
て
東
京
創
元
社
か
ら
平
成
四
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

『
大
正
の
能
楽
』
で
は
「
東
京
朝
日
新
聞
」
を
引
用
し
て
い
る
。〈
雲
雀

山
〉
の
シ
テ
は
観
世
元
滋
・
ワ
キ
宝
生
新
で
、
間
狂
言
は
小
早
川
精
太

郎
の
ほ
か
に
犬
曳
が
野
村
又
三
郎
、
勢
子
と
し
て
藤
江
又
喜
・
多
々
良

外
茂
三
・
野
村
万
介
が
出
演
し
て
い
る
。
ま
さ
に
御
下
賜
の
初
舞
台
で

天
皇
・
皇
后
同
列
の
当
時
と
し
て
は
大
変
名
誉
な
天
覧
能
で
あ
っ
た
。

三
、
考
察

　

以
下
、
架
蔵
『
能
間
』
の
特
色
を
箇
条
書
き
に
し
て
述
べ
て
み
る
。

一
、
欠
本
の
「
一
」
は
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
」、「
六
」「
七
」
は
「
の
く
や
ま

け
ふ
こ
へ
て
」
で
あ
り
、「
れ
」
の
部
」
は
な
い
。
な
お
、〈
七
騎
落
〉

は
「
ひ
ち
き
お
ち
」
で
取
っ
て
い
る
。

一
、
ゴ
マ
節
は
丁
寧
で
、
ワ
キ
な
ど
相
手
方
の
セ
リ
フ
を
簡
単
な
が
ら
朱

書
す
る
。

一
、
河
村
鍵
三
郎
（
一
八
六
三
〜
一
九
四
〇
）
が
中
心
と
な
っ
て
狂
言
共

同
社
の
角
淵
宣
（
芸
名
「
外
堀
新
太
郎
・
一
八
四
七
〜
一
九
三
九
）

等
何
人
か
の
手
が
入
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
狂
言
共
同
社
の
ほ
か
の

同
人
は
井
上
菊
次
郎
（
一
八
四
六
〜
一
九
二
〇
）・
伊
勢
門
水
（
一
八

五
九
〜
一
九
三
二
）
以
外
に
没
年
未
詳
の
田
中
庄
太
郎
・
三
橋
正
太

郎
・
山
本
久
平
の
計
七
名
に
よ
っ
て
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

に
設
立
さ
れ
た
。

一
、
野
村
信
英
自
筆
原
稿
の
「
石
橋
替
間
」
が
綴
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
し
て
野
村
又
三
郎
家
十
一
世
信
英
を
宗
家
と
し
て
い
る
。
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ま
と
め
と
課
題

　

和
泉
流
の
間
狂
言
本
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
『
狂
言
集
成
』（
昭
和
六
年

七
月
・
春
陽
堂
）
く
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
書
そ
の
も
の
の
底
本
が
、

ど
う
や
ら
三
宅
藤
九
郎
家
七
世
庄
市
の
弟
子
だ
っ
た
南
大
路
維
顕
が
所
持

し
て
い
た
も
の
で
『
集
成
』
に
な
い
も
の
が
多
い
。
次
の
曲
で
あ
る
。

〈
虎
送
〉〈
千
引
〉〈
呂
后
〉〈
園
城
寺
〉〈
加
茂
物
狂
〉〈
太
刀
堀
〉

〈
空
腹
〉〈
赤
沢
曽
我
〉〈
北
野
物
狂
〉〈
志
賀
忠
度
〉〈
正
義
世
守
〉

　

次
に
当
然
、
野
村
又
三
郎
家
の
台
本
と
の
比
較
が
必
要
と
な
る
が
、『
国

書
総
目
録
』
に
よ
る
に
「
野
村
信
喜
間
之
本
」（
天
保
写
）
五
冊
が
近
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
本
書
を
翻
刻
し
た
上
で
改
め
て
調
査
し
た
い
。

（
せ
き
や　

と
し
ひ
こ
／
本
学
教
授
）


